
 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

好機到来 
 

春を迎えまして桜の季節となりました。郡上ではまだ芽が出始めたばかり

ですが、やがて満開の姿で目を楽しませてくれるものと思います。 

 さて、４月は決算直前の月でもありまして、工務では各工程の追い込み、

営業では来期への実績獲得に向けて鋭意努力をしております。私は営業側の

立場で東奔西走しておりますが、ＯＢの皆様からご紹介をいただくことも多

く、誠にありがたいことであると実感するばかりでございます。 

 営業を進めつつ融資のご相談も承る中で、最近思うことは、住宅ローンが

いまだかつてない金利になっていることに驚かされます。 

新聞でもフラット３５が史上最低金利を出したという記事を見かけまして、

世の中の流れが今までにないものになりつつあることを感じております。 

 金利については、やはり、日本銀行が導入したマイナス金利の影響が大き

いようで、各金融機関が日本銀行に資金を預けるよりは一般市場に回した方

がいいと判断してきている証拠でしょう。銀行にとっては厳しい政策かもし

れませんが、これから住宅を建てようとしている方には追い風となってお

り、まさに今が好機到来と言うべき時ではないでしょうか。 

より良い条件で住宅ローンを組むことができれば、お客様にとって喜ばしい

事であり、私にとっても励みになるというものです。 

 機を読むということは中々難しいものではありますが、お客様にとって最

良の選択となりますよう、今後とも努力をして参りたいと思う所存でござい

ます。 

代表取締役 籠原勲 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

借り換えをするなら 

変動金利型より 

「固定」を選んで 

平成 28年-４月号 

かわら版 

 

SCHOOL      
自分の体年齢を知って健康 

☆キレイを手にいれよう！ 

2 月 26 日(金)に開催しました 

今回は体にいい食べ物などについて勉強しました。 

ハーブティーとヘルシーなデザートも戴きました♪ 

 
 

マイナス金利下の住宅ローン 

 マイナス金利導入の影響を受け、預金金利が低下しているのは周知の通り。

銀行には定期性預金の金利を預金期間や預金額にかかわらず、0.01％に統一し

たところも出てきています。 

 一方、お金を借りる側は、低金利の恩恵を受けやすくなっています。例えば変

動金利型の住宅ローンの中には、申込期間は限定されているものの、0.3％台と

いう、今までに見たことがないほどの低金利を提示している銀行も登場。変動

金利型なら 0.5％台で借りるのは難しくないのが現実です。 

 また固定金利型の住宅ローン「フラット 35」も、今月史上最低金利を更新し

ました。具体的には、返済期間 21 年から 35 年までの金利で、最低金利を採用

している金融機関の金利は 1.25％（3 月実用分）になっています。返済期間が

20 年以下なら、1.02％まで下がっています。 

 さらに、省エネ性能や耐震性能などが高い住宅を取得して、「フラット 35Ｓ」

が適用されると、当初 5 年間あるいは 10 年間は、金利が 0.3％引き下げられま

す。現在の金利水準で計算すると、当初の 5 年か 10 年は 0.95％（20 年以下は

0.72％）という、1％未満の低金利で固定金利型の住宅ローンが借りられます。 

 こうなると、住宅ローンの借り換えをしたくなるご家庭もあるのでは。住宅

ローンの残高が減ってきている場合は「フラット 35 の 20 年以下タイプ」を検

討されてはいかがでしょうか。借り換えで変動金利型の住宅ローンを選ぶと、

目先の金利は下がるものの、将来の上昇リスクを抱えます。一方、フラット 35

の 20 年以下タイプなら 1.02％の金利が返済の最終回まで適用されます。 

畠中雅子さん（ファイナンシャルプランナー） 
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